
応募
方法

１人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内（未発表のものに限る）。はがきに作品・住所・氏名・
応募する壇名をはっきり書き、〒 989-0292　白石市大手町１- １白石市総務課へ。はがき一
枚に短歌、俳句、川柳の併記は不可。
毎月 15日締め切り。Ｅメールでも応募できます。（ koho@city.shiroishi.miyagi.jp）

問農林課　☎22-1253

フレッシュマーケットS h i r o i s h i  M a r k e t

～地元農産物の魅力を発信～
　地元の農産物や直売所などの魅力をお届けします。
　～白石市農産物直売所連絡協議会は、地産地消を推進！～
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市内の農産物
直売所情報▶

令和７年度版「農産物直売所マップ」
を発行しました

　持ち運びに便利なポケットサイズ版を、市役所１階
総合案内窓口や農林振興センター（農林課）、観光案内
所、公民館に設置しています。各直売所では、旬の野
菜やオススメ商品などを取りそろえています。マップ
を片手に、ぜひ直売所を巡ってみてはいかがですか。
※�白石市農産物直売所連絡協議会に加盟する直売所の
情報を掲載しています。農産物直売所マップに掲載し
ていない情報は、各直売所までお問い合わせください。

ゴーヤで夏をさわやかに
南保育園でゴーヤ苗植え付け

　5月16日、南保育園でゴーヤ苗植え付けが
行われました。夏の日差しをやわらげ、心地良
く過ごせる緑のカーテンづくりのため、同園の
４～５歳児30人が窓際のプランターなどに丁
寧に苗を植え付けました。園児たちは順調に育
つことを願い、「大きくなあれ」と元気に声を
かけていました。

▲慎重にゴーヤ苗植え付けをする園児たち▲ウッドボウリングを楽しむ親子

◀�マップの表
紙は、カラ
フルな水色
です

▲�各直売所の場所
や営業時間を掲
載しています

新緑の材木岩を仰ぐ
第22回春の検断屋敷まつり

　４月27日、「第22回春の検断屋敷まつり」が
小原の材木岩公園で開催されました。晴天に恵
まれたこの日は、和太鼓や三味線の演奏、だる
ま落としやウッドボウリング、お楽しみ抽選会
など多くのイベントが行われました。約800匹
の鯉のぼりが白石川を優雅に泳ぐ中、会場は家
族連れなどたくさんの人で賑

にぎ

わいました。

これからも本市のシンボルとして
白石城開門30周年記念「開門式」

　５月３日、白石城本丸広場で白石城復元から
30周年を記念し、開門式を行いました。開門
式は、白石市観光大使の山崎バニラさんと「よ
さこい走乱白石城」によるパフォーマンスで幕
開け。続いて、白石陽光園「小倉太鼓」による
太鼓の演奏が披露されました。その後、山田市
長の開門宣言で大手二ノ門が開門。片倉鉄砲隊

による大迫力の火縄銃演武が行われ、会場に詰
めかけた市民や観光客から多くの歓声があがり
ました。当日は山田市長から10月12日に白石
城開門30周年記念イベント「しろいし城

しろ

中
なか

の
宴
うたげ

」の開催を発表。プロジェクションマッピン
グ点灯式やフードマルシェ・ステージイベント
が行われます。ご期待ください！
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１_オープニングを飾った山崎バニラさんらによるパフォーマンス　２_山田
市長が開門を高らかに宣言！　３_大迫力の片倉鉄砲隊による火縄銃演武　
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